
定額減税に関する摘要欄への記入例（年末調整を行った場合）

７

例１） 源泉徴収時所得税減税控除済額 43,500円 控除外額 46,500円

例２） 源泉徴収時所得税減税控除済額 60,000円 控除外額 0円 非控除対象配偶者減税有

源泉徴収票と同様に実際に控除した年調減税額を『源泉徴収時所得税減税控

除済額○○○円 控除外額○○○円』と記載します。

※控除しきれなかった金額がない場合は『控除外額0円』

合計所得金額が1,000万円超の方で、同一生計配偶者を年調減税額の計

算に含めた場合は、減税額に加えて『非控除対象配偶者減税有』と記載し

ます。

※なお、同一生計配偶者が障害者、特別障害者または同居特別障害者に

該当する場合

『減税有「氏名」（同配）』の追記で構いません。

＜前職分の給与がある場合＞

定額減税に関する事項を「（摘要）」欄の最初

に記載します。


